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（裁判長 嘉山幹一 判事 吾孫子 勝 霜山精一 細野長良 岡村玄治)
《評釈・解説》
石川 明「裁判権の及ばぬ者を被告とする訴の取扱」別冊ジュリ5号8頁〈1965年11
月〉
298 専修法学論集 第127号
江川英文「外國に對する裁判權──外國は其の自制によるの外民事訴訟の當事者として
我國の裁判權に服するものに非ず」法学協会雑誌47巻12号190頁〈1929年12月〉
小田 滋「裁判権の免除──約手に関する訴訟」渉外判例百選〔別冊ジュリスト16〕
158頁
小田 滋「裁判権免除──外交使節」渉外判例百選（第二版）〔別冊ジュリスト87〕184
頁〈1986年2月〉
小田滋＝岩沢雄司「裁判権免除⑴」渉外判例百選［第三版]〔別冊ジュリスト133〕192
頁〈1995年5月〉
小林秀之「裁判権の免除」民事訴訟法判例百選（第二版）〔別冊ジュリスト76〕18頁
〈1982年5月〉
高桑 昭「裁判権の免除」民事訴訟法判例百選Ⅰ〔別冊ジュリスト114〕38頁〈1992年
1月〉
高桑 昭「裁判権の免除」民事訴訟法判例百選Ⅰ［新法対応補正版］〔別冊ジュリスト
145〕38頁〈1998年2月〉
山田正三「民事訴訟の當事者と外國」法學論叢21巻6号136頁〈1929年6月〉
《体系書》
伊藤 眞・民事訴訟法［第4版補訂版］（有斐閣，2014年7月）38頁，40頁
上田徹一郎・民事訴訟法 第7版（法学書院，2011年6月）49頁
上野泰男＝松本博之・民事訴訟法［第7版］（弘文堂，2012年11月）78頁，251頁
梅本吉彦・民事訴訟法 第四版（信山社，2009年4月）37頁
兼子 一・新修民事訴訟法体系 増補版（酒井書店，1972年5月）180頁
川嶋四郎・民事訴訟法（日本評論社，2013年4月）134頁
小島武司・民事訴訟法（有斐閣，2013年3月）64頁，77頁
新堂幸司・新民事訴訟法 第五版（弘文堂，2011年8月）92頁
三ヶ月章・民事訴訟法 第三版（弘文堂，1995年3月）289頁
《判例研究書》
兼子一＝畔上英治＝古関敏正・判例民事訴訟法（中巻）（酒井書店，1976年2月）243頁
民事訴訟法判例撰集Ⅰ（明治期～昭和40年代）（8) 299
